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最終学歴 同志社大学大学院文化情報学研究科

取得学位 博士（文化情報学）

所属学会 地理情報システム学会、日本写真測量学会

専門分野 文化情報学、地理空間情報科学

研究課題
・過疎地域における景観のアーカイブ化
・国際標準「ＩＳＯ１９１００」シリーズに関する基礎的研究
・理念型モデル化分析法（ＩＴＭＡ）に関わる基礎的研究

授業科目

学部担当科目

地理情報システム技法
地理情報システムII
地理学講読・調査法（六）
地理学演習（六）
地理学卒業演習（六）
地理学実習

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・担当無し

大学院博士後期課程
担当科目

・担当無し

通信教育部担当科目 ・地理情報システム

　【研究上の特記事項】

科学研究費補助金（若手研究B）「「むらおさめ」アーカイブのための方法と標準化に
ついて」が採択され、鹿児島県三島村および島根県益田市において同プロジェクトに関
わる調査研究を行った。また、同プロジェクトに関連し、「Survey Data Collector」
および「Survey Project Manager」の開発・改良を行った。

　【教育上の特記事項】

毎週土曜日の２限〜５限に「寺子屋セミナー」を開催し、大学での講義や実習の予習と
復習、卒論研究のアドバイス等を行った。人間関係の構築も重要視し、課外演習とし
て、全学年合同のゼミ合宿を行っているほか、１月末の卒業論文発表会では企業関係者
も招いて社会と関わる機会も設けた。

　【社会的活動】

地域貢献活動として２０１８年３月に藤本ゼミに所属するゼミ生らとともに島根県益田
市匹見に所在する小原集落の集会所に宿泊し、水路の掃除や竹林の伐採といった活動を
行いながら、過疎地域における地域調査や地域の情報を後世に遺すためのデジタル・
アーカイブ作業を行った。

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学内委員として、教務委員会委員、総合研究所運営員、国際交流委員会委員、ネット
ワーク委員会委員、地理学科ホームページ委員会委員を担当したことに加えて、イース
ト・アングリア大学との国際連携プログラムの立案、カリキュラム改革WGのメンバーと
して新カリキュラムの学科原案を作成した。また、情報処理センター兼任職員として情
報処理センターの運営に関わった。



共著

単著

単著

研究業績[著書、学術論文等]

著書､学術論文等の名称
単著､
共著
の別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称
概　　　　　　　要
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1.
編年時間参照系モデルによる
曖昧な時間属性に対する問合
せ方式の実装

2017年10月
地理情報システム学会
講演論文集

2.
時間概念の整理と関数を用い
た曖昧な時間属性の実装方法
の検討

2017年10月
地理情報システム学会
講演論文集

地理空間情報科学における課題の一
つに現実世界のモデル化とその実装が
ある。地理情報標準（ISO 19100シリー
ズ）はその具体的な実装方法を提供し
ているが、時間情報のモデル化と実装
方法には課題が多い。特に、曖昧な時
間表現の実装は十分には検討されて
いない。そこで、本研究では認識上の
時間概念を整理するとともに、関数を用
いて曖昧な時間情報を実装する方法に
ついて検討し、曖昧な時空間現象の実
装を試みる。

3.
地方小集落の「集落アーカイ
ブ」の課題と 実践的取り組みに
ついて

2017年12月
じんもんこん2017論文
集

現代日本における社会問題のひとつに
少子高齢化と人口減少の問題がある．
政府や自治体はこの問題に起因する
様々な課題に対して継続的な試みを続
けている．しかしながら，消滅の危機を
免れることができない小集落は数多く
存在し，消滅の危機に瀕した集落の記
録を残す必要性も論じられ始めてい
る．「集落アーカイブ」はそうした集落に
関する様々な情報をデジタル・アーカイ
ブとして構築したものである．しかしな
がら，この種のアーカイブの方法論や
手段，実践的な取り組みについては十
分には議論されていない．特に，コスト
削減は考慮するべき重要な課題である
が，積極的には議論されていない．そこ
で，本稿では低コストなデジタル・アー
カイブのための基本要件を整理すると
ともに，データベース・スキーマの標準
化や機材選択について整理する．ま
た，現在開発中のSurvey Project
ManagerとSurvey Data Collectorの二
つのシステムを使用した島根県益田市
匹見町での実践的な紹介する．

（学会発表）

筆者らはこれまで地理情報標準を拡張
した編年時間参照系モデルを提案して
きた．本研究では，これに基づく実装シ
ステムを作製し，当モデルの実用性を
改めて検証した．この検証では，奈良
文化財研究所の遺跡データベースから
抽出した遺構情報のメタデータを使用し
た．その結果，曖昧な時間属性をモデ
ルに基づいて表現することによって，例
えば○○時代後期から△△時代前期
などの柔軟な時間範囲での検索や，時
間順での並べ替えなどの機能が実現で
きた．

（その他）


